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第 28回大阪市立小中学校事務研究大会 実行委員長よりごあいさつ 

 

 

統計開始以来、最も短い二週間での梅雨明けとともに、うだるような暑さが続く今日この頃、熱

中症対策としてマスク着用にかかる取扱の変更や空調機の運用方法の検討、新型コロナウイルス感

染症の感染防止対策における取組の引き続きの徹底など、さまざまな対応でお疲れではないでしょ

うか。夏季休業期間中は、二学期に備えて身体も心もリフレッシュしていただければと思います。 

さて、市事研では、新しい時代に対応した学校事務職員の果たすべき役割と学校事務のあり方を

探究し、より高度で信頼ある確かな学校事務の実現と学校教育の充実に向け、今年度の研究課題を、

昨年度に引き続き「学校力向上の一翼を担う」とし、活動の重点を「次代の学校事務の確立に向け

た研究」「信頼に応える確かな学校事務の実践」「組織力の向上」として、研究を進めているところ

です。 

そのなかで、今年度は、第 28回大阪市立小中学校事務研究大会開催に向けて、第 28回大阪市立

小中学校事務研究大会実行委員会を立ちあげ、大会サブテーマを「チームで踏み出そう！子どもた

ちの未来のために」とし、大会当日に向け、

実行委員一同、準備を進めているところで

す。 

昨年度は二年ぶりに参集型の研究大会を

開催することができました。研究大会を「今

後の学校事務職員のあり方」について皆様

とともに考える機会として捉え、開催に向

けた取組を進めてまいりますので、研究大

会開催の折には多くの方のご参加をお待ち

しています。 

なお、研究大会の内容などの詳細につき

ましては、決まり次第、改めて会報やホー

ムページにてお知らせいたします。 

（１） 

第 28回 研究大会実行委員名簿 

役 職 名 前 所 属 

実行委員長 竹口  知秀 真田山小学校 

副実行委員長 仲 田  誠 新東淀中学校 

実 行 委 員 普久山 健太 桃谷中学校 

実 行 委 員 森本  俊博 今津小学校 

実 行 委 員 谷 口  桜 堀江小学校 

実 行 委 員 玄甫  優介 東粉浜小学校 

実 行 委 員 三田  菜々 都島小学校 

実 行 委 員 服部  桜子 野田小学校 

実 行 委 員 熊谷  真帆 堀江中学校 

実 行 委 員 林   茉生 巽 中 学 校 

実 行 委 員 颯田  涼介 真住中学校 

実 行 委 員 日比野 天音 桑津小学校 

 

日程：令和４年９月 21日（水） 場所：大阪市教育センター 講堂 



 

 

令和４年５月 27 日（金）大阪市立港区民センターにおいて研修会を開催しました。合同会社 

先生の幸せ研究所 代表 澤田 真由美 様を講師に迎え、学校における働き方改革を推進する

ためには、職場全体で取り組んでいくことが必要であり、そのためのポイントやアプローチの方

法として、自身のバイアス（思考の偏り）の見つけ方やタイムマネジメント術などについてご講

演いただきました。 

 はじめに、ワーク・ライフ・バランスとは「仕事」と「仕事以外

の生活」の両方を充実させる働き方や生き方のことであり、ライフ

（私生活）を充実させることで、ワーク（仕事）のパフォーマンス

を向上させることであると述べられました。そして、ワーク・ライ

フ・バランスを実現していくために欠かせないことが自身のバイ

アスを自覚することであり、思考と行動に“癖”が表れることで自

分自身を制限し、可能性を狭めてしまうことから、バイアスの見つけ方についてご紹介いただき、

自分のバイアスにはどんなものがあるのか、参加者同士で意見交換を行いました。また、「どうし

てそう思い始めたのか」「現状に適しているのか」「それは本当か」を考えた（クリティカルシン

キングを行った）結果、自分がもっているバイアスに気づいたときは手放したり、より可能性を

広げるものに書き換えたりすることで、思考と行動の幅が広がると述べられました。 

続いて、タイムマネジメント術について、タイムマネジメントとは、自分が使える時間（勤務

時間）のなかに、人とする仕事と自分でする仕事をうまく収めていくことであり、定時までに仕

事が終わらないと言われるなかで、「量が多い・質の問題・無駄が

ある」という現状について考えることが大切である。仕事量が多

いことや無駄があることについては自覚している場合も多いと思

うが、質の問題については、自分にとってはすべてが重要である、

又は効率的であると感じているために、自覚しにくい状態になっ

ていると説明されました。そこで、参加者同士で実際にどのよう

なタイムマネジメントを行っているか意見交換を行い、自分の仕事の進め方についての検証や、

バイアスが無いかの確認を行いました。意見交換を行うなかで「印刷室の整理整頓を行い、誰も

が使いやすい環境を整えること」や、「物品の保管場所等の把握のため、朝の５分間を物品整理の

時間としている」という取組が参加者から紹介され、使用する側がきれいに使おうと心がけるよ

うになり、数分であっても時間を投資することで、結果的に在庫確認の負担や整理整頓に費やす

総時間を減らすことができ、業務改善につながったという話がありました。これを受けて講師か

らは、研修会の場だけでなく、学校間連携や共同学校事務室においても業務にかかる時間やノウ

ハウを共有する時間を設けることで、働き方を見直すきっかけになる可能性が示唆されました。  

さらに、ほかのタイムマネジメント例として、「Ｔｏｄｏリスト」を作成し細かくタスクを洗い

だす方法や、突発的に予想外の事態が起こることを想定し、あらかじめ時間を設けておく「クッ

ションタイム」、仕事の開始時期や進捗を締切から逆算して考え設定する「徹底逆算」、タスクの

洗いだしや逆算する時間を持つ「見通し確保」、十分な集中力が保たれるのは「起床後 13時間」、

「理想の 24時間」から計画・実行の時間を決めて行う「タイマー仕事」、人間の集中力の波を利 

（２） 

研修会 「働き方改革ってどんなこと？－業務の質を上げるコツ」 

合同会社 先生の幸せ研究所 

 代表 澤田 真由美 様 



 

用して集中する時間と休憩する時間を繰り返す「ポロモード・テクニック」などについてご紹介

いただきました。 

 学校現場における働き方改革と聞くと、教員の仕事が学校事務職員に回ってくるのではないか

と感じることがあるかもしれないが、決してそうではない。教育の質を高めるため、学校が「必

要なこと」に「必要な時間」をかけることができるようにするために、学校事務職員の視点や立

ち位置がとても大切になる。学校事務職員は学校運営に携わる「ミドルリーダー」として、まず

「時間」を意識し、学校の課題や改善案を周囲に相談することでアイデアや勇気をもらい、「アク

ション」を起こすことが学校現場における働き方改革につながると説明され、ダニエル・キム氏

が提唱する「成功の循環」から、関係性の質を高めることの必要性についてもお話しいただき、

明日からの「アクション」について参加者各自が考える機会となりました。最後に、今後は実際

に動いてみることでみえる景色が変わる。小さな半歩、一歩を意識し行動してくださいと述べら

れ、研修会を締めくくられました。 

 

研修会アンケートより（一部抜粋） 

・自分の考え方やバイアスについて見つめ直すことができた     [小学校５年未満] 

・小さなことから周りを見直すことでよりよい職場環境へ変えていけたらいいなと思った 

[小学校５～10年目] 

・初めて会う方と話し、つながりができてよかった          [小学校５～10年目] 

・「働き方改革」について身近なことで想像することができた     [小学校21年目以上] 

・さまざまな気づきがあり、仕事にも家庭にも持ち帰りたい          

   [中学校５～10年目] 

・対話形式であったので、意見交換ができ仕事だけでなく 

生活も見直すきっかけになった        [中学校11～20年目]  

 

 

 

 

 

 

令和４年５月 27日（金）、大阪市立港区民センターにて研修会終了後、引き続いて令和４年度 

総会を開催し、すべての議案について承認されました。 

 

第１号議案 令和３年度 事業報告 

第２号議案 令和３年度 会計決算報告 

第３号議案 令和３年度 監査報告 

第４号議案 令和４年度 役員等選出について 

第５号議案 令和４年度 事業計画（案） 

第６号議案 令和４年度 会計予算（案） 

第７号議案 会則改正（案）について 

 

すべての議案についてご承認いただき、ありがとうございました。 

ご承認いただいた事業計画を基に、今年度の研究会活動を進めてまいります。 

今後とも、会員の皆様のご理解とご協力をよろしくお願いいたします。 

（３） 

令和４年度 総会開催 



 

令和４年度 役員・事務局専門部員・監査委員名簿 

 名     前 行 政 区 所         属 

会     長 小 山 純 大 中  央 東  中  学  校 

副  会  長 
竹 口 知 秀 天 王 寺 真 田 山 小 学 校 

大 舌 理 恵 阿 倍 野 松  虫  中  学  校 

事 務 局 長 小 野 嘉 之 港 波  除  小  学  校 

事 務 局 次 長 
藤 原 沙 妃 北 堀  川  小  学  校 

普久山 健 太 生  野 桃  谷  中  学  校 

事 務 局 員 

池 角 彰 浩 中  央 中  央  小  学  校 

安 田 早 織 浪  速 浪  速  小  学  校 

奈 良 初 音 生  野 大  池  小  学  校 

森 本 俊 博 鶴  見 今  津  小  学  校 

研 究 部 長 山 腰 浩 史 城  東 城  東  小  学  校 

研 究 副 部 長 
関 本 美 佳 東 淀 川 菅  原  小  学  校 

藤 原 通 雄 東 住 吉 鷹  合  小  学  校 

研 究 部 員 

秋 山 和 輝 北 豊 崎 東 小 学 校 

谷 口   桜 西 堀  江  小  学  校 

山 崎 詩 織 西 堀  江  中  学  校 

吉 本 翔 平 城  東 鯰  江  中  学  校 

堀之内 敬 章 平  野 長  吉  小  学  校 

山 尾 俊 介 平  野 瓜  破  小  学  校 

森   千 尋 平  野 瓜 破 西 中 学 校 

研 修 部 長 高 群 恵津子 東 住 吉 東 住 吉 中 学 校 

研 修 副 部 長 
藤 田 拓 郎 港 港  中  学  校 

玄 甫 優 介 住  吉 東 粉 浜 小 学 校 

研 修 部 員 

伊良子 剛 志 淀  川 塚  本  小  学  校 

奥 田 裕 介  東 淀 川 大  桐  中  学  校 

八 木 美 有 城  東 蒲  生  中  学  校 

永 友 寛 二 阿 倍 野 常  盤  小  学  校 

塩 谷 直 美 東 住 吉 矢 田 西 小 学 校 

平 野 早 紀 平  野 平  野  中  学  校 

監 査 委 員 
大 上 久美子 北 西 天 満 小 学 校 

大 福 伸 子 此  花 西 九 条 小 学 校 

 

（４） 



 

 

（５） 

令和４年度 幹事会名簿 

行  政  区 名     前 所       属 

北 秋 山 和 輝 豊 崎 東 小 学 校 

都    島 吉 田 雅 子 友  渕  小  学  校 

福    島 安 田 由起子 下 福 島 中 学 校 

此    花 富 岡 里 奈 酉  島  小  学  校 

中    央 道 喜 華 菜 南  小  学  校 

西 谷 口   桜 堀  江  小  学  校 

港 文 野 菜 生 市  岡  小  学  校 

大    正 伊差川 麻 帆 泉 尾 東 小 学 校 

天  王  寺 島 崎 瑞 穂 真 田 山 小 学 校 

浪    速 宇 埜 智 貴 日 本 橋 中 学 校 

西  淀  川 合 田 成 祥 西  淀  中  学  校 

淀    川 大 村 希 美 新 北 野 中 学 校 

東  淀  川 濱 田 麻 衣 柴  島  中  学  校 

東    成 橋 本 浩 清 東  陽  中  学  校 

生    野 奈 良 初 音 大  池  小  学  校 

旭 山 根 亜 紀 大  宮  中  学  校 

城    東 宇都宮 翔 太 鴫  野  小  学  校 

鶴    見 赤 松 和 音 焼  野  小  学  校 

阿  倍  野 清 水 望 喜 丸  山  小  学  校 

住  之  江 颯 田 涼 介 真  住  中  学  校 

住    吉 田 中   徹 我 孫 子 南 中 学 校 

東  住  吉 藤 原 通 雄 鷹  合  小  学  校 

平    野 山 尾 俊 介 瓜  破  小  学  校 

西    成 德 宮   昇 新 今 宮 小 学 校 



 

今年度のパソコン研修会についても、昨年度に引き続き資料掲載

による自習型の研修会とさせていただきます。詳しくは、次号の会

報にてお知らせいたします。

 

 

 

 

 

 

６月 29日（水）大阪市教育センターにおいて、幹事会を開催しました。 

      

１ 今年度の活動について 

（１） 事務局 会報第 234号発行 

（２） 研究部 令和４年度の研究について 

（３） 研修部 パソコン研修会について 

実務研修会開催予定 

 

  ２ 第 28回研究大会について 

日 程：令和４年９月 21日（水） 

会 場：大阪市教育センター 講堂 

 

  ３ 業務連絡 

       ・備品の棚卸しについて 

       ・その他 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

他団体日程 

大阪府公立学校事務研究会研修講座（第 80回）     ９月２日（金）【Ｗｅｂ実施】 

 

 

 

 

 

 

（６） 

【編集後記】 

慌ただしく過ごした１学期も終わりがみえてきました。 

夏休みはリフレッシュして２学期の研究大会に向けて頑張ります。（Ｍ） 
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